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由
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保
護
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八
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渕
舛
通
商
政
策
の
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通
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補
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七
三
七
、
二
国
間
倹
約
と
多
数
国
間
使
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
八
、
通
商
後
納
の
l
主
酷
及
通
用
区
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
九
、
通
商
性
的
の
主
鰹
に
親
す
る
沿
革
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
十
、
日
本
に
於
け
ろ
主
撞
着
の
呼
び
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
十
一
、
王
政
複
古
以
後
に
於
け
ろ
主
擢
者
の
呼
び
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
十
二
、
日
本
国
名
の
呼
び
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
十
三
、
通
滴
性
的
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
「
通
商
政
策
の
意
義
通
商
政
朱
と
通
商
條
約
六
七
商
業
と
経
済
六
八
通
商
攻
策
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
と
云
へ
ば
.
通
商
と
云
ふ
人
類
の
活
動
を
其
の
所
属
図
家
の
利
盆
の
鍔
め
に
如
何
に
調
節
す
べ
き
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
印
ち
図
家
の
領
土
内
に
於
け
る
内
外
図
民
の
泌
尚
行
匁
に
封
す
る
一
つ
の
攻
策
で
あ
る
。
そ
れ
が
岡
内
の
通
商
に
封
す
る
場
合
に
於
て
は
封
内
通
尚
攻
策
と
な
り
、
閣
外
の
通
商
に
封
す
る
場
合
に
於
て
は
封
外
活
尚
攻
策
と
な
る
。
本
邦
風
一
・
界
に
於
て
は
一
般
に
「
商
業
政
策
」
と
云
う
て
、
山
氏
業
政
策
、
工
業
攻
策
と
封
立
せ
し
め
て
居
る
が
、
自
分
は
此
の
「
業
」
と
云
ふ
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
「
業
」
と
云
ふ
と
何
に
か
活
尚
在
営
む
主
位
ー
に
る
個
人
の
経
営
を
標
的
と
し
て
研
究
す
る
も
の
h
様
に
見
え
る
。
併
し
針
外
通
商
攻
策
の
標
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
野
外
通
商
に
関
す
る
事
項
殊
に
商
品
の
輸
出
入
、
関
税
、
航
海
、
企
業
、
入
園
等
の
問
題
の
外
、
克
に
浩
一
ん
で
外
岡
匁
替
、
図
際
牧
支
等
の
一
般
問
題
を
も
岡
家
の
立
場
よ
り
研
究
し
、
外
岡
貿
易
な
る
個
人
の
企
業
其
の
者
を
標
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
向
業
攻
策
と
云
は
宇
遁
商
攻
策
と
云
っ
た
方
が
誤
解
を
坐
じ
な
い
で
あ
ら
う
。
外
岡
誌
で
も
軍
に
の
O
B
E
qの一己可。一一
q
と
云
ひ
或
は
H
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H
Z
E丘一。
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ロ
ミ
と
は
云
は
ぬ
。
一
一
、
自
由
貿
易
と
保
護
貿
易
一
園
の
図
境
を
出
る
時
に
は
一
般
に
税
関
叉
は
険
疫
及
旋
券
険
査
所
が
あ
っ
て
貨
物
、
船
舶
、
図
民
の
往
来
を
取
締
っ
て
居
る
。
此
の
図
境
に
あ
る
障
壁
を
通
過
す
る
と
否
と
に
よ
り
外
図
通
商
と
内
図
通
商
と
の
厄
別
が
生
宇
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
自
由
通
商
主
義
闘
の
場
合
に
於
て
も
、
印
ち
輪
出
入
貨
物
に
関
税
の
賦
課
な
き
が
如
き
場
合
に
於
て
も
園
外
と
圏
内
と
の
聞
に
は
少
く
と
も
街
生
、
公
安
上
の
必
要
か
ら
降
壁
が
設
け
て
あ
る
。
此
の
障
壁
の
外
に
出
る
も
の
、
叉
は
障
壁
の
外
か
ら
入
っ
て
来
る
通
商
活
動
は
野
外
通
商
で
、
降
壁
内
の
そ
れ
な
ら
ば
封
内
通
商
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
自
由
貿
易
固
と
保
護
貿
易
困
又
は
制
限
貿
易
圏
と
の
間
に
如
何
な
る
差
異
が
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
園
境
に
存
在
す
る
関
税
共
の
他
の
障
壁
が
股
し
い
の
が
保
護
制
限
闘
で
降
壁
の
少
な
い
も
の
が
自
由
貿
易
闘
で
あ
る
。
併
し
一
般
に
保
護
制
限
図
と
云
へ
ば
総
入
貨
物
に
封
す
る
関
税
卒
が
お
く
叉
牧
入
制
川
町
川
等
の
程
々
の
制
限
が
あ
る
の
で
あ
ザ
心
。
関
税
の
賦
諜
な
き
か
、
或
は
賦
課
関
税
率
の
甚
花
低
き
も
の
が
自
由
泌
尚
闘
で
あ
る
。
併
し
如
何
な
る
自
由
通
商
岡
と
雄
E
も
全
然
貨
物
の
輸
入
に
自
由
を
許
し
て
居
る
場
合
は
な
い
。
少
く
と
も
税
関
の
検
査
な
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
貿
易
と
云
ふ
こ
と
は
関
税
障
壁
の
無
い
と
云
ふ
こ
と
で
、
全
然
園
境
に
あ
る
障
壁
線
を
取
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
。
叉
財
政
上
の
目
的
を
以
て
少
'
詐
の
輸
入
貨
物
に
関
税
を
課
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
大
述
、
香
港
等
の
自
由
貿
易
港
で
も
姑
舶
、
貨
物
の
出
入
の
際
は
一
応
税
関
の
検
査
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
園
内
貿
易
と
凶
外
貨
必
と
非
常
に
迩
ふ
所
で
あ
る
。
克
も
二
同
叉
は
数
凶
間
に
関
税
同
盟
な
る
も
の
在
結
ぶ
と
、
蛍
該
二
図
叉
は
数
園
間
に
存
在
す
る
関
税
障
壁
在
取
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
と
な
る
。
日
本
と
朝
鮮
と
の
聞
に
は
明
治
四
十
三
年
八
月
の
日
韓
併
合
後
に
於
て
も
大
正
九
年
八
月
迄
依
然
関
税
陪
疫
を
存
し
て
居
に
が
、
共
の
後
朝
鮮
に
も
本
邦
関
税
定
卒
法
を
施
行
し
‘
内
鮮
聞
に
は
朝
鮮
側
に
少
詐
の
移
出
入
税
在
存
す
る
外
一
切
関
税
障
壁
を
撤
去
し
て
し
ま
つ
に
。
併
し
こ
れ
は
関
税
同
盟
で
は
な
い
。
関
税
同
盟
は
今
日
白
耳
設
と
「
ル
ク
サ
ン
プ
ル
グ
」
と
の
聞
に
存
在
す
る
が
、
日
本
と
満
洲
と
の
問
に
も
日
満
関
税
同
盟
設
定
の
必
要
が
治
々
唱
へ
ら
る
』
の
で
あ
ら
う
。
、
封
外
逼
商
政
策
の
客
躍
|
|
主
二
国
民
辿
肉
政
策
と
通
商
除
約
六
九
商
業
と
経
済
七
O 
失
に
針
外
通
商
攻
策
の
封
象
物
印
ち
客
地
胞
は
何
で
あ
る
か
と
云
へ
ば
‘
第
一
に
図
民
で
あ
る
。
第
二
に
貨
物
印
ち
商
品
で
あ
る
。
第
三
に
加
舶
で
あ
る
。
一
同
通
商
政
策
の
客
慌
た
る
岡
民
は
日
本
、
英
士
口
利
、
伊
太
利
等
の
如
、
き
君
主
因
で
は
之
れ
を
臣
民
3
5
}
0♀
)
と
稀
し
、
市
米
利
加
合
衆
園
、
備
前
西
共
和
岡
山
町
寸
の
如
き
で
は
之
れ
在
人
民
(
Q巳
gHH〉
と
呼
ぶ
。
そ
れ
で
、
日
米
間
の
傑
約
を
見
れ
ば
日
米
雨
締
約
闘
の
園
民
を
現
す
に
、
つ
雨
締
約
岡
ノ
一
方
ノ
陀
民
叉
ハ
人
民
」
と
云
ふ
が
如
く
使
ひ
分
け
て
あ
る
。
斯
く
て
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
日
悌
傑
約
等
に
は
国
民
(
問
。
∞
∞
O
円z
g
g
g
)
と
一
去
ふ
文
字
を
用
ひ
て
臣
民
と
人
民
と
を
包
含
せ
し
む
る
こ
と
に
し
て
居
る
。
元
来
C
E
B
と
云
へ
ば
封
等
の
観
念
で
あ
る
。
プ
ル
l
タ
ス
は
羅
応
の
首
長
た
る
シ
l
ず
l
に
封
し
て
〈
O
Q己
Ng
と
云
っ
た
。
姥
・
馬
は
初
め
は
共
和
図
で
あ
つ
に
が
、
後
に
問
。
B
g
何
百
立
お
と
な
り
一
般
国
民
は
Q
Z
N
B
か
ら
を
ず
一
σ
わ
け
と
な
つ
に
。
共
和
園
時
代
に
は
C
E
S
の
資
格
な
き
多
数
外
来
民
族
叉
は
隷
属
の
民
族
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ロ
疋
等
、
か
一
様
に
臣
民
と
な
っ
た
。
一
因
の
封
外
通
商
活
動
は
封
手
闘
と
の
図
際
約
束
に
依
っ
て
規
律
せ
ら
れ
て
居
る
の
が
一
般
の
例
で
あ
る
。
右
の
如
き
二
岡
叉
は
数
園
間
に
存
す
る
封
外
通
尚
に
関
す
る
図
際
約
束
が
通
商
佼
約
で
あ
る
。
通
商
傑
約
を
見
れ
ば
岱
該
関
係
闘
の
遇
尚
攻
策
を
知
る
こ
と
J
が
出
来
る
。
通
商
傑
約
の
第
一
の
客
慌
た
る
図
民
に
付
て
は
一
般
に
.
迦
尚
傑
約
の
労
到
に
規
定
し
て
あ
る
。
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先
づ
此
の
傑
文
中
に
あ
る
百
ち
と
云
ふ
一
字
は
雨
締
約
図
自
身
が
威
張
っ
て
特
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
傑
約
文
中
に
は
空
威
張
り
の
習
慣
が
多
い
。
井
、
の
園
名
を
記
す
る
に
自
分
の
凶
名
の
方
を
先
き
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
二
通
の
傑
約
に
調
印
す
る
場
合
に
は
図
名
の
と
こ
ろ
、
た
け
は
二
者
を
相
兵
せ
し
め
調
印
者
は
自
身
が
持
ち
腕
る
傑
約
正
文
の
方
に
は
自
国
名
在
先
き
に
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
抹
第
一
傑
に
よ
れ
ば
、
雨
締
約
凶
は
其
の
一
方
の
臣
民
が
他
方
の
版
同
内
に
入
国
し
、
膝
行
し
、
又
は
居
住
す
る
こ
と
に
付
き
完
全
な
る
自
由
を
右
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
新
う
云
ふ
傑
項
が
日
米
傑
約
中
に
這
入
っ
て
居
れ
ば
、
移
民
問
題
は
起
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
斯
る
傑
項
を
各
図
と
締
結
の
通
商
傑
約
中
に
一
一
押
入
せ
し
む
る
符
に
、
日
本
蛍
局
は
常
に
甚
だ
し
く
苦
心
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
る
傑
項
が
あ
ら
ゆ
る
諸
岡
と
の
い
辿
肉
傑
約
中
に
押
入
せ
し
む
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
日
本
図
民
は
大
手
を
振
っ
て
世
同
介
主
る
所
に
居
住
往
来
す
る
こ
と
が
出
来
吋
心
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
伐
羽
は
白
山
一
辿
山
主
義
守
採
用
す
る
諸
国
と
の
傑
約
中
に
は
規
定
さ
れ
得
た
が
、
米
岡
非
、
の
他
日
本
移
民
の
向
は
ん
と
す
る
諸
国
と
の
活
向
傑
約
中
に
は
採
用
せ
し
む
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
英
帝
図
領
土
中
に
で
も
英
本
固
と
の
通
商
傑
約
は
香
港
・
新
嘉
一
坂
等
の
直
帖
杭
民
地
に
丈
け
遁
用
す
万
こ
と
と
な
っ
て
居
て
、
印
度
及
涼
洲
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
阿
聯
邦
等
の
自
治
領
に
は
遁
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
蓋
し
英
本
図
等
は
日
本
よ
り
努
働
者
が
行
く
諜
が
な
い
か
ら
入
国
自
由
が
約
束
さ
れ
て
居
る
が
、
英
自
治
旬
、
は
日
本
労
働
者
の
入
園
舎
好
ま
ぬ
か
ら
、
新
る
規
定
の
挿
入
さ
れ
て
居
る
遁
尚
傑
約
に
は
今
日
に
至
る
迄
絡
封
的
に
加
入
し
な
い
の
で
あ
る
。
ふ
ん
も
加
奈
陀
に
は
本
傑
約
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
通
商
政
策
と
通
商
除
約
七
商
業
と
経
済
七
っ
て
居
る
が
、
同
時
に
つ
ル
ミ
ユ
l
L協
定
と
云
ふ
も
の
に
よ
り
、
一
定
数
以
外
日
本
よ
り
一
労
働
者
を
加
奈
陀
に
詮
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
居
る
。
回
、
封
外
逼
商
政
策
の
容
龍
l
|主
三
貨
物
本
論
に
立
ち
戻
り
針
外
通
商
政
策
第
二
の
客
睦
は
、
物
・
印
ち
貨
物
又
は
尚
口
問
で
あ
る
。
此
の
第
二
の
客
般
に
る
尚
品
は
活
向
傑
約
規
定
の
眼
目
、
に
と
思
っ
て
よ
い
。
一
章
し
通
耐
と
は
国
際
間
に
相
互
製
底
物
の
交
換
を
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
針
外
活
尚
政
策
の
日
的
物
と
し
て
一
番
重
要
な
る
も
の
は
貨
物
印
ち
尚
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
な
い
。
殊
に
今
日
の
如
く
労
働
者
の
入
閣
は
原
則
と
し
て
不
可
能
な
る
時
代
に
な
る
と
、
述
内
傑
約
の
目
的
物
は
、
主
と
し
て
貨
物
向
品
と
な
っ
た
。
目
以
氾
の
通
尚
傑
約
半
}
見
る
と
日
本
の
傑
約
攻
策
に
は
反
す
る
が
、
商
品
の
輸
出
入
及
関
税
待
遇
等
の
こ
と
の
み
を
規
定
し
、
一
般
国
民
の
待
池
の
こ
と
は
何
等
規
定
せ
ら
れ
ぎ
る
場
合
が
多
い
。
日
本
の
一
般
傑
約
攻
策
と
し
て
は
活
尚
傑
約
中
に
は
尚
品
の
こ
と
の
み
な
ら
す
、
一
般
同
民
に
封
し
入
園
居
住
等
の
椛
利
を
も
規
定
せ
し
む
る
に
在
る
が
、
列
闘
は
之
れ
を
好
ま
ざ
る
鍔
め
其
の
目
的
を
法
せ
ぎ
る
場
合
も
あ
る
。
例
へ
ば
明
治
コ
一
十
七
年
八
月
二
十
九
日
調
印
の
日
印
通
商
傑
約
は
関
税
の
こ
と
の
み
が
規
定
せ
ら
れ
居
り
、
同
様
之
れ
を
受
け
た
る
昭
和
九
年
七
月
十
二
日
倫
敦
調
印
の
第
一
十
九
日
印
通
商
協
定
、
及
去
る
四
月
十
二
日
ニ
ュ
1
デ
リ
イ
に
於
て
仮
調
印
を
匁
し
た
る
第
二
次
日
印
遁
尚
協
定
も
、
関
税
及
棉
花
、
綿
布
の
輪
出
入
量
に
闘
し
規
定
し
居
る
花
け
で
あ
る
。
昭
和
三
年
七
月
二
十
四
日
附
公
文
交
換
の
口
木
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
間
暫
定
取
極
も
関
税
及
航
海
に
闘
し
規
定
せ
ら
れ
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
五
、
逼
商
政
策
の
客
臆
l
l其
三
船
舶
封
外
通
商
攻
策
の
第
三
の
客
般
は
艦
船
で
あ
る
。
日
本
は
海
洋
固
と
し
て
通
商
傑
約
上
自
図
舶
舶
に
封
し
充
分
な
る
保
障
を
規
定
す
る
こ
と
は
甚
花
肝
要
で
あ
る
。
殊
に
通
尚
傑
約
上
の
沿
革
か
ら
云
ふ
と
、
姑
舶
に
関
す
る
保
院
が
、
主
〈
の
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
つ
に
。
十
八
世
紀
時
代
に
は
図
際
問
に
於
け
る
国
民
の
往
来
は
常
に
白
図
船
舶
に
よ
る
商
品
の
総
出
入
を
以
て
其
の
主
要
目
的
と
し
て
居
た
か
ら
、
此
の
時
代
に
於
け
る
通
商
傑
約
の
客
臨
は
主
と
し
て
舵
舶
で
あ
っ
た
。
此
の
畑
舶
を
主
た
る
針
象
物
と
す
る
通
商
傑
約
は
「
宮
式
傑
約
」
と
栴
せ
ら
る
λ
も
の
で
あ
る
。
米
図
が
各
図
と
の
聞
に
締
結
し
居
る
通
商
傑
約
は
殆
ん
ど
全
部
右
奮
式
傑
約
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
一
日
調
印
の
現
行
日
米
傑
約
も
寧
ろ
右
書
式
傑
約
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
十
九
世
紀
に
至
り
獄
抱
一
図
民
の
海
外
活
動
の
影
響
な
受
け
、
獄
迩
が
他
国
と
締
結
せ
る
諸
通
商
傑
約
は
、
濁
漁
一
図
民
の
入
園
、
居
住
其
他
海
外
活
動
に
閲
す
る
保
障
が
充
分
規
定
せ
ら
ゐ
』
こ
と
と
な
っ
た
。
此
程
純
然
た
る
通
商
航
海
に
関
す
る
事
項
の
外
一
般
図
民
の
入
国
居
住
企
業
等
の
保
障
に
付
き
規
定
せ
る
も
の
を
新
式
通
尚
佼
約
」
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
四
月
三
日
調
印
の
日
英
語
商
傑
約
は
右
新
式
通
商
傑
約
に
砧
す
る
も
の
で
あ
る
。
六
、
温
商
傍
約
の
補
助
的
容
健
通
商
傑
約
中
に
は
上
記
封
外
通
商
攻
策
の
三
主
要
客
際
大
る
人
、
物
、
般
の
外
附
属
的
容
能
と
し
て
外
交
官
及
領
事
官
の
特
椛
、
並
び
に
「
人
」
の
集
合
と
も
兄
る
べ
き
合
祉
、
組
合
、
商
業
合
議
所
等
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
殊
に
領
事
官
に
関
し
て
は
其
の
職
務
の
執
行
に
闘
し
綿
密
な
る
規
定
な
設
く
る
が
匁
別
に
領
事
職
務
係
約
と
い
ふ
の
が
締
結
せ
ら
る
』
こ
と
が
あ
る
。
尚
一
般
活
尚
航
海
傑
約
以
外
に
補
助
的
針
外
経
演
活
動
を
規
定
せ
ん
が
匁
め
、
財
政
、
外
因
鍔
替
、
街
生
、
工
業
所
有
権
、
航
、
通
商
政
策
と
諮
問
倹
約
七
商
業
と
経
済
七
四
室
、
銭
道
、
電
力
等
に
闘
し
園
際
傑
約
が
存
在
す
る
こ
と
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
如
き
島
図
で
は
電
力
の
自
由
交
通
が
図
際
傑
約
の
目
的
と
な
る
こ
と
は
一
寸
心
付
か
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
是
れ
は
欧
洲
諸
国
間
で
は
甚
だ
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
例
へ
ば
伊
太
利
の
如
、
ぎ
は
隣
接
固
た
る
瑞
西
叉
は
悌
繭
西
よ
り
電
力
を
引
張
っ
て
来
て
居
る
。
此
の
屯
カ
の
の
O
B
B
S円
g
t
g
を
自
由
に
す
る
か
せ
ぬ
か
は
伊
大
利
に
取
り
大
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
険
羅
巴
で
は
電
力
の
通
過
自
由
に
閲
す
る
図
際
保
約
が
岡
際
聯
問
主
催
の
図
際
合
議
の
議
題
と
な
り
傑
約
が
出
来
上
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
は
依
り
関
係
が
な
い
か
ら
右
様
閥
際
傑
約
に
は
加
盟
し
な
か
っ
た
が
全
然
関
係
の
な
い
問
題
で
は
な
い
。
八
官
て
満
洲
に
於
て
張
作
森
、
か
巾
を
利
し
て
居
大
時
代
、
日
本
人
が
安
東
燃
に
於
て
作
っ
た
大
き
な
電
力
を
満
洲
で
は
充
分
の
需
要
が
な
い
か
ら
‘
そ
れ
を
鴨
緑
江
冶
横
切
っ
て
新
設
州
の
方
へ
持
っ
て
来
よ
う
と
し
た
と
き
張
攻
様
が
之
れ
を
邪
魔
に
し
た
か
ら
大
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
役
は
電
力
に
封
し
て
高
い
使
用
料
叉
は
冥
加
金
の
如
き
を
納
付
す
べ
し
と
主
張
せ
る
が
、
結
局
電
力
料
を
汗
債
し
之
れ
に
封
し
従
償
五
分
の
輪
出
税
守
支
排
ふ
こ
と
に
掘
っ
た
。
そ
れ
は
其
頃
支
那
で
は
輪
出
貨
物
に
封
し
従
債
五
分
の
税
卒
を
協
定
し
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
七
、
ニ
園
間
保
約
と
多
数
国
間
候
約
上
記
の
如
く
通
商
傑
約
と
は
一
闘
の
封
外
通
商
攻
策
を
賀
行
す
る
の
目
的
を
以
て
他
の
一
図
叉
は
数
ナ
岡
と
の
聞
に
鴛
す
と
こ
ろ
の
約
束
で
あ
る
。
普
通
は
二
ナ
図
聞
の
約
束
(
回
目
E
Z
E
-
F
R
E
丘一
S
D
-
D
m
5
0
E
S
Z
)
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
日
英
通
商
傑
約
、
日
米
通
商
航
海
傑
約
の
如
き
は
其
の
例
で
あ
る
。
之
れ
に
封
し
多
数
図
間
傑
約
(
一
般
傑
約
又
は
高
図
傑
約
)
(
昌
喜
一
E
g
g
-
H
E
2ロω
江
Oロ
包
〉
q
o
o
E
Oロ
官
。
円
凸
Oロ
0
5一同ロ件。
B
p
t
o
g
-
の。ロ
J
Y
O
E
Sロω
)
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
之
れ
は
多
数
の
図
家
が
一
緒
に
な
っ
て
尚
議
の
上
締
結
す
る
と
こ
ろ
の
園
際
約
束
で
あ
る
。
大
正
九
年
図
際
聯
盟
が
出
来
て
か
ら
其
の
主
宰
の
下
に
其
の
メ
ム
パ
l
印
ち
川
間
際
聯
盟
国
大
る
椛
成
員
の
間
に
一
般
傑
約
が
締
結
せ
ら
れ
、
之
れ
に
・
聯
県
外
の
図
も
参
加
せ
し
む
る
の
例
が
始
ま
っ
た
。
例
へ
ば
大
正
十
年
四
月
二
十
日
の
「
通
過
の
自
由
」
に
関
す
る
傑
約
、
大
正
十
二
年
十
二
月
九
日
の
「
海
港
の
図
際
制
度
」
に
関
す
る
傑
約
、
昭
和
二
年
十
一
月
八
日
輪
出
入
禁
止
制
限
の
撤
廃
に
閲
す
る
傑
約
等
が
あ
る
。
日
本
と
し
て
は
過
去
に
於
て
図
民
の
入
園
、
企
菜
、
活
向
の
完
全
な
る
自
由
に
悶
し
米
図
、
山
珠
洲
、
支
那
等
と
の
間
に
二
図
傑
約
を
締
結
せ
ん
こ
と
を
幾
度
か
計
書
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
記
等
の
諸
闘
は
制
限
攻
策
を
採
っ
て
居
る
匁
め
右
様
「
通
商
自
由
」
の
原
則
に
則
れ
る
こ
図
傑
約
は
到
底
成
立
せ
し
む
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
図
際
聯
服
を
通
じ
其
の
主
宰
の
下
に
抑
記
「
通
商
自
由
」
の
原
則
の
下
に
遁
商
、
交
通
、
移
民
、
関
税
、
企
業
、
並
び
に
一
件
び
此
一
頃
陸
凶
し
出
し
た
原
料
品
供
給
の
自
由
と
一
千
円
か
如
、
き
諸
案
件
を
解
決
す
る
一
般
傑
約
を
成
立
せ
し
め
様
と
努
力
身
綾
け
た
の
で
あ
・
る
。
凶
際
聯
出
闘
の
中
に
は
英
本
園
、
和
的
、
白
耳
誌
、
丁
抹
、
瑞
典
、
諮
成
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
濁
逸
、
伊
太
利
の
如
く
丸
山
時
比
校
的
「
活
向
自
由
し
の
な
兄
に
傾
き
、
日
本
の
主
艇
を
支
持
し
に
が
、
是
等
通
商
自
由
主
義
諸
図
の
一
国
に
封
抗
し
て
、
仰
附
西
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
希
脳
、
北
米
合
衆
園
、
南
米
諸
国
、
加
奈
陀
、
濠
洲
、
支
那
等
保
護
制
限
園
の
一
国
は
之
れ
に
同
な
し
な
い
。
日
本
と
し
て
は
上
記
活
尚
、
航
海
、
入
閥
、
居
住
、
関
税
等
に
付
き
図
際
交
通
に
関
す
る
一
般
準
則
を
定
め
し
め
.
右
一
般
能
別
な
包
含
す
る
闘
際
傑
約
に
上
記
米
国
、
支
那
、
山
珠
洲
等
を
し
て
加
出
せ
し
め
、
間
接
に
日
本
の
野
外
経
法
議
展
に
関
す
る
主
艇
を
武
倣
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
欧
洲
大
戦
後
支
那
等
が
一
般
文
明
闘
の
様
に
法
典
及
裁
判
制
度
の
完
備
も
…
J
ら
宇
.
叉
内
地
開
放
も
賀
行
せ
宇
、
m
単
純
に
領
事
裁
判
椛
の
拙
妓
を
呼
枕
す
る
に
至
っ
た
か
ら
、
先
づ
図
際
聯
盟
主
宰
・
の
下
辿
向
政
策
と
通
尚
倹
約
七
五
i
i
!
?
 
府
主
と
結
訊
七
六
に
文
明
闘
の
園
際
交
通
を
律
す
る
一
般
傑
約
を
定
め
、
支
那
等
に
し
て
封
等
の
椛
利
を
主
張
す
る
以
上
先
づ
右
一
般
傑
約
に
加
盟
す
べ
き
を
主
張
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
日
本
の
方
針
は
充
分
に
は
成
功
せ
歩
、
折
角
上
記
「
羽
一
向
自
由
」
の
原
則
の
下
に
一
般
傑
約
を
作
つ
で
も
之
れ
に
加
入
す
る
以
上
記
英
古
利
、
猫
逸
、
伊
太
利
、
白
耳
義
、
丁
抹
、
和
問
、
瑞
典
、
詰
成
、
瑞
西
等
所
前
自
由
通
商
主
義
国
と
云
は
る
L
闘
に
け
で
、
之
れ
に
反
し
保
護
制
限
主
義
を
採
っ
て
居
る
米
閥
、
仰
関
西
、
英
領
印
度
、
加
奈
陀
、
漆
洲
、
露
西
泊
、
支
那
非
、
の
他
欧
米
の
所
間
新
興
国
と
稀
せ
ら
る
L
闘
は
之
れ
に
参
加
し
な
い
。
叉
之
れ
に
参
加
せ
し
め
ん
と
す
る
鍔
め
に
は
殆
ん
E
通
商
白
山
の
原
則
を
筏
却
す
る
も
の
と
匁
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
日
本
と
し
て
は
欧
洲
大
戦
後
図
際
聯
m.を
利
用
し
て
、
共
ω力
に
依
っ
て
通
商
自
由
を
百
行
し
よ
う
と
云
ふ
政
策
は
充
分
成
功
在
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
日
本
の
現
欣
の
加
く
毎
年
百
一
向
人
も
人
口
が
昨
日
加
す
る
に
拘
ら
示
、
比
校
的
領
土
も
狭
小
に
天
然
資
源
も
充
分
な
ら
ざ
る
図
家
に
在
り
で
は
結
局
通
商
自
由
主
義
に
依
り
世
界
の
各
方
面
に
経
済
殻
展
を
貴
行
す
る
の
外
生
き
る
逢
が
な
い
。
世
界
商
業
史
に
も
見
る
如
く
図
家
も
一
個
人
と
等
し
く
未
だ
克
分
に
護
法
せ
ぎ
る
と
き
、
叉
は
老
境
に
入
る
と
保
護
制
限
主
義
が
叫
ば
れ
る
。
米
岡
で
も
、
濁
逸
で
も
其
の
目
以
初
別
で
あ
る
農
業
時
代
を
過
ぎ
る
と
、
・
次
い
で
保
護
主
義
と
な
っ
た
が
更
に
充
分
経
済
朕
態
が
後
展
し
所
前
向
工
立
闘
の
時
代
と
な
る
と
封
外
登
展
の
必
要
上
通
尚
自
由
主
義
が
遁
蛍
の
こ
と
と
な
る
。
千
八
百
六
十
年
以
後
に
於
け
る
英
図
は
此
の
意
味
に
於
て
の
o
z
g
開
1
m
E
の
傑
約
に
依
り
白
岡
の
関
税
障
壁
を
な
く
し
た
の
で
あ
る
。
園
民
が
臨
準
期
に
入
り
海
外
へ
の
膨
脹
を
必
要
と
す
る
に
至
る
と
勢
ひ
自
由
通
尚
主
義
を
可
と
す
る
に
至
る
。
封
外
通
尚
攻
策
の
目
的
た
る
入
、
物
、
胞
に
付
て
自
由
愛
肢
の
係
地
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
は
率
問
上
に
於
て
自
由
主
義
可
な
り
や
、
保
護
主
義
可
な
り
や
と
云
ふ
時
代
は
既
に
過
ぎ
去
つ
に
。
目
前
の
問
題
は
斯
る
隠
・
道
的
人
口
増
加
を
見
る
同
家
は
否
で
も
感
で
も
所
謂
「
遁
商
自
由
」
に
よ
り
封
外
経
済
委
展
を
鍔
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
意
味
に
よ
り
口
本
は
全
然
別
の
環
境
に
在
る
獄
、
伊
、
米
の
統
制
経
済
を
旦
似
て
は
な
ら
ぬ
。
併
し
吾
人
は
強
ち
日
満
聞
の
所
市
「
a
フ
ロ
ッ
ク
」
経
済
の
形
成
を
不
可
と
せ
ぬ
。
右
に
付
て
は
別
に
論
中
る
と
こ
ろ
も
あ
ら
う
。
迭
で
は
日
本
の
封
外
通
尚
攻
策
殊
に
欧
洲
大
戦
後
に
於
け
る
日
本
の
封
外
活
向
攻
策
は
自
由
一
過
尚
、
門
戸
開
放
、
機
命
日
均
等
を
世
界
各
闘
に
蹟
け
た
い
と
云
ふ
こ
と
が
其
の
根
祇
で
あ
っ
た
が
、
今
後
に
於
て
も
右
娘
棋
は
動
か
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
に
止
め
る
。
八
、
逼
商
候
約
の
主
題
及
遁
用
匡
域
さ
て
前
述
の
如
く
通
尚
政
策
の
宜
行
に
閲
す
る
二
園
叉
は
数
ク
凶
聞
の
約
束
が
通
商
傑
約
で
あ
る
か
ら
、
通
商
傑
約
の
主
位
は
園
家
で
あ
る
。
而
し
て
通
商
傑
約
の
客
位
は
凶
氏
、
貨
物
、
船
舶
と
あ
っ
て
、
此
の
容
鰹
を
主
睦
た
る
図
家
の
附
属
機
関
と
し
て
、
図
家
を
代
表
し
岡
家
の
名
の
下
に
活
向
傑
約
の
規
定
に
準
践
し
保
護
助
長
の
任
に
蛍
る
も
の
が
外
交
官
、
旬
、
事
官
で
あ
る
。
外
交
官
、
領
事
官
の
特
椛
及
川
帆
務
椛
限
も
一
般
に
一
週
尚
傑
約
中
に
規
定
し
て
居
る
。
支
に
浦
一
尚
傑
約
中
に
之
れ
に
包
含
す
る
傑
約
規
定
が
ど
の
範
囲
ま
で
適
用
せ
ら
る
?
か
、
印
ち
傑
約
の
適
用
回
域
に
付
き
て
も
規
定
が
設
け
て
あ
る
。
民
共
に
蓮
べ
た
日
英
通
商
航
海
傑
約
第
一
保
の
入
園
自
由
に
閲
す
る
規
定
な
ど
が
英
常
国
全
領
土
に
適
用
せ
ら
る
』
こ
と
に
な
り
居
ら
ば
、
淘
に
結
椛
で
あ
る
が
、
同
傑
約
第
二
十
六
傑
に
依
れ
ば
傑
約
の
適
用
回
域
は
英
本
闘
に
限
る
と
書
い
て
あ
る
、
印
ち
九
戸
問
、
H
J
H
の
円
何
日
。
・
叶
-5
忠
一
]
)
己
与
一
0
5
0
h
p
o
七円
2
0己
・
叶
円
g
q
∞
}5=
ロ
O
け
寸
σ
口七日)一一
g
z
o
円
。
自
q
c門
出
一
切
出
円
一
宮
ロ
ロ
片
Z
P
)
g
qぱ
諮
問
政
策
と
諮
問
傍
約
七
七
商
業
と
経
済
七
入
ロ
O
B
Z
Z
ロ
♂
の
o
-
o
E
g
w
M
M
O回∞
omm
一。ロ♂。『
]UHOR
の門
O
B
Z
♂
ヴ
σ可
O
ロ
ι
p
o
∞g
♂
ロ
ロ
一
omω
ロ
O
止の
σ
0
『
ω
Q
F
g円。ロ∞日戸山一一『
ωぐ。
ず
00
ロ間一
J10
ロ
。
ロ
ヶ
ormH
一円。『
ωロ
句
∞
戸
の
『
ロ
Q
B宮山
ODU
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}JHνom
話
回
∞
円
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♂
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門
司
5
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0
5円
。
寸
同
回
目
山
田
円
一
宮
ロ
ロ
片
山
H片山〕
g
q，
m
問。日)『
2
0早川界一ぐ
O
M洋
叶
。
目
。
σ
o
t
B
H
r
o
o
u円七一円丘一。口。『
7
4
C
志
向
∞
『
5
5
Z
H
O
〔]山円。。ご
r
o
o
Mの}戸山口問。。『
p
o
s
t
m
g円古口
ω
。『
F
O
H
)
H・2
0
ロ
門
叶
HOmH門可・
と
書
い
て
居
る
。
従
っ
て
英
領
印
度
、
加
奈
陀
、
山
珠
洲
等
の
自
治
領
、
香
港
、
新
嘉
波
等
の
植
民
地
、
其
の
他
局
地
保
護
領
に
は
本
傑
約
調
印
後
二
ク
年
以
内
に
本
傑
約
に
加
入
し
た
い
と
云
ふ
通
告
を
在
来
京
の
英
吉
利
大
使
よ
り
日
本
政
府
に
迭
さ
な
い
限
り
本
傑
約
轄
植
民
地
(
の
5
巧
口
。
。
一
g
一2
)
大
る
ニ
ュ
l
・
フ
ォ
ン
ド
ラ
ン
ド
、
を
適
用
せ
ざ
る
こ
と
と
な
っ
て
居
る
。
本
傑
約
は
原
則
と
し
て
英
本
閥
の
み
に
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
居
る
。
立
、
の
結
果
日
下
直
海
峡
植
民
地
、
(
新
嘉
波
)
、
香
港
、
セ
イ
ロ
ン
、
.
応
来
聯
邦
、
サ
イ
プ
ラ
ス
等
に
は
適
用
あ
る
が
(
大
正
二
年
四
月
二
十
九
日
外
務
作
告
示
第
三
披
)
之
れ
に
反
し
て
自
治
領
の
中
で
は
加
奈
陀
だ
け
が
這
入
っ
て
来
大
o
涼
洲
、
ニ
ュ
!
・
ジ
1
ラ
ン
ド
、
市
阿
聯
邦
等
は
所
前
ホ
ワ
イ
ト
、
ォ
l
ス
ト
レ
イ
リ
ヤ
叉
は
排
亜
細
昭
一
人
法
の
存
在
の
鍔
め
、
自
由
主
義
の
下
に
締
結
し
て
居
る
日
英
傑
約
に
は
加
入
し
て
来
ぬ
。
更
に
直
・
時
植
民
地
た
る
一
出
向
如
利
加
の
「
ナ
イ
ジ
リ
ア
」
「
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
」
、
「
ガ
ン
ピ
ヤ
」
及
「
シ
エ
ラ
、
リ
オ
ニ
」
は
一
旦
加
入
の
後
本
邦
商
品
の
浸
入
を
防
止
す
る
鍔
め
、
昭
和
八
年
五
月
十
六
日
付
公
文
を
以
て
脱
退
密
通
告
し
て
来
た
。
序
に
自
治
領
(
口
。
E
E
0
5
)
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
一
一
一
一
日
へ
ば
、
特
別
の
立
法
議
合
、
関
税
制
度
等
を
有
す
る
と
共
に
英
図
皇
宥
よ
り
任
命
せ
ら
れ
た
る
総
督
の
下
に
統
治
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
、
国
際
聯
取
の
一
員
と
も
な
っ
て
居
る
。
斯
く
自
治
領
は
内
攻
に
閲
し
て
は
自
治
楳
在
持
っ
て
居
る
が
、
外
玖
に
閲
し
て
は
英
本
図
の
外
交
機
関
に
委
ね
て
居
る
。
み
ん
も
加
奈
陀
、
南
阿
聯
邦
の
如
く
木
図
の
了
解
を
得
て
主
要
貿
易
図
と
の
間
に
公
伎
の
交
換
を
録
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
英
領
印
度
は
未
克
己
O
B一巳
0
5
と
ま
で
は
な
ら
ぬ
が
、
長
沼
自
治
議
合
も
聞
け
所
前
巴
O
B
E
S
∞g
g
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
。
o
F
E
g
と
云
へ
ば
前
惑
の
直
時
植
民
地
(
Q
O巧
ロ
の
o-OHLo乙
で
あ
る
。
旬。∞
mom-og
と
は
普
通
局
館
と
諒
し
て
居
る
が
、
未
記
文
化
低
く
「
直
轄
植
民
地
」
の
程
皮
に
迄
行
政
組
織
が
護
法
せ
ざ
る
領
土
で
あ
る
。
一
出
向
山
利
加
に
在
る
英
吉
利
の
民
館
、
に
は
此
の
程
度
の
も
の
が
多
い
。
所
謂
C
式
委
任
統
治
地
も
可
om自
由
民
o
g
-
-と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
惑
に
所
謂
可
5
2♀
0
5
5
と
は
正
式
の
「
保
護
園
」
を
ι
一
一
口
ふ
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
出
船
利
加
の
「
ニ
ア
ず
一
フ
ン
ド
」
保
護
旬
、
の
如
く
其
の
土
地
ι土
人
の
王
様
が
あ
っ
て
名
義
上
に
は
内
攻
上
主
植
を
未
亡
保
持
心
て
居
る
が
、
事
買
は
英
本
図
よ
り
汲
遣
の
顧
問
叉
は
高
級
事
務
官
が
攻
治
在
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
英
士
口
利
本
因
の
こ
と
を
正
確
に
一
一
一
M
へ
ば
叶
Z
C巳
Zι
白
石
号
E
C向
。
E
P仲
間
岳
山
宮
υ
E
H円。
-B(円
で
あ
る
。
何
故
に
己
長
丘
同一口問(】
O
B
止
の
円
。
己
切
ユ
S
一
四
回
と
云
ふ
か
と
一
五
へ
ば
、
「
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン
L
と
云
ふ
島
は
昔
南
北
二
ツ
に
分
れ
開
口
m
Fロ
仏
と
∞の
O
H
F
E
と
に
は
別
々
の
王
様
が
あ
っ
た
が
、
長
い
間
戦
争
の
結
果
一
絡
に
な
っ
て
白
昼
三
百
ロ
包
O
B
え
の
5
巳
F
E
Z
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
町
o
F
E
は
今
日
は
り
O
B
E
oロ
盟
与
5
に
な
っ
て
居
る
が
、
此
の
傑
約
が
出
来
た
明
治
四
十
四
年
頃
は
d
E
S
ι
同口口問
(
H
O
B
O向
。
E
P門出円一
E
一口
と
一
緒
に
な
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
英
本
図
は
間口
m
E
E
W
∞の
O
H
F
E
W
H円。
-
P
E
の
聯
合
王
凶
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
此
の
聯
合
王
国
は
百
ロ
な
0
5
で
あ
っ
て
帝
図
(
何
百
口
一
円
。
)
で
は
な
い
か
ら
其
の
主
椛
者
は
何
百
七
2
2
で
は
な
く
同
一
口
問
で
あ
る
。
英
図
々
王
は
只
此
の
大
貌
利
頴
聯
合
王
図
の
「
キ
ン
グ
」
で
あ
る
と
同
時
に
何
百
匂
2
2
0
h
週
前
政
錠
と
担
防
総
約
七
九
商
業
と
経
済
八
O 
H
E
E
で
あ
る
。
印
度
は
人
口
三
億
も
あ
る
大
帝
国
で
あ
る
が
此
の
帝
図
の
中
に
は
英
本
図
の
直
轄
領
地
た
る
国
H
E
m
-
H
H
E
Z
と
津
山
の
土
人
図
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
之
れ
を
総
合
し
た
る
も
の
が
印
皮
市
闘
で
あ
る
。
そ
れ
で
全
英
帝
問
主
椛
者
の
名
前
は
同
a
F
O
H
内宮
2
0
同
p
o
d
E
S
(日間山口コ・
ι。5
0
『
の
円
。
丘
団
ユ
宮
山
口
ロ
コ
ハ
-
~
[
円
。
一
自
己
円
吉
(
】
o
h
p
o
出円一円一号
内
u
ロO
B
一旦
0
5
σ
0
3ロ
(
H
p
o
切の
3
何百円
)
2
2
丘
町
丘
一
υ
と
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
今
日
英
帝
国
と
は
英
本
国
及
直
轄
植
民
地
の
外
自
治
領
(
H
5
E
え
を
合
む
)
及
印
度
を
一
絡
に
し
た
聯
合
図
家
(
司
え
ogzoHH
え
∞
Z
Z乙
で
あ
っ
て
、
之
れ
を
開
門
一
江
任
。
o
g
B。ロ
3υ-P
と
も
務
し
て
居
る
。
其
の
聯
合
の
中
心
が
英
同
皇
帝
で
あ
る
。
全
英
聯
合
同
家
の
主
椛
者
で
あ
る
。
英
同
皇
帝
に
依
っ
て
外
交
と
閲
防
と
は
総
べ
て
統
一
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
c
九
、
混
商
慌
約
の
主
慢
に
関
す
る
沼
草
-
常
岡
政
府
に
於
て
は
昭
和
十
一
年
四
月
の
頃
雨
人
1
述
内
傑
約
の
締
結
に
常
り
で
は
其
の
主
慌
を
去
す
に
「
天
皇
」
な
る
御
稀
械
を
使
用
申
上
ぐ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
之
れ
に
付
き
て
一
寸
説
明
し
て
泣
か
う
。
従
来
帝
図
攻
府
が
通
尚
傑
約
半
}
外
国
と
締
結
す
る
場
合
に
は
「
日
本
図
皇
帝
陛
下
」
郎
ち
回
一
∞
回
、
E
2
3
y
門
戸
5
何
百
七
2
2
え
]
ロ
司
自
と
稽
し
て
居
た
が
、
一
前
後
は
「
日
本
同
天
皇
陛
下
」
即
ち
出
町
宮
山
}
g
q
p
o
叶
2
8
0こ
与
包
と
御
記
載
申
上
ぐ
る
こ
と
に
定
め
に
。
之
れ
は
同
位
明
徴
の
観
念
か
ら
一
五
ふ
も
通
部
の
措
置
と
一
去
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
何
百
円
高
円
。
門
は
羅
応
の
H
B
H
)
O
片
山
円
。
円
か
ら
出
て
居
る
の
で
、
作
品
の
起
販
は
色
々
の
岱
族
を
総
局
市
民
に
代
っ
て
統
一
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
役
柄
で
あ
る
。
日
本
の
「
天
皇
」
と
は
全
然
意
味
、
か
遠
ふ
。
支
那
の
「
皇
帝
」
と
云
ふ
の
も
武
力
を
以
て
支
那
民
族
を
統
一
せ
る
権
力
者
に
附
奥
す
る
稽
披
で
あ
っ
て
「
天
皇
」
と
云
ふ
が
如
く
民
族
の
中
心
、
宗
家
の
元
首
と
云
ふ
が
如
、
き
観
念
で
は
な
い
。
羅
ぬ
の
シ
i
ず
ー
が
一
般
市
民
に
推
さ
れ
て
皇
帝
と
な
っ
た
の
と
は
根
本
的
相
違
が
あ
る
。
シ
l
ず
l
は
一
市
民
か
ら
皇
帝
に
出
世
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
レ
マ
ン
が
神
聖
疑
応
帝
国
の
皇
帝
と
な
つ
に
の
も
、
羅
馬
法
王
よ
り
耶
蘇
救
保
護
の
総
司
令
長
官
と
云
ふ
な
味
で
北
の
稲
吹
を
貰
っ
た
の
で
あ
る
。
良
市
w
は
鼠
γ
ろ
征
夫
大
路
軍
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
の
「
天
皇
」
は
さ
う
示
ふ
一
般
人
民
と
封
等
的
の
も
の
で
は
な
く
、
又
一
利
を
代
表
す
る
雑
応
法
王
の
如
き
も
の
か
ら
下
附
せ
ら
れ
た
稀
披
で
は
な
く
、
直
接
紳
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
民
族
が
一
点
天
原
か
ら
下
っ
て
来
て
以
来
民
族
の
中
心
、
宗
家
の
首
長
と
し
て
高
世
一
系
、
「
紳
」
を
代
表
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
「
神
」
印
ち
「
人
」
で
あ
る
。
納
入
合
一
の
観
念
の
下
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
日
本
民
族
は
右
一
品
天
版
か
ら
「
天
皇
!
一
な
中
心
と
し
て
降
つ
に
一
族
の
子
孫
が
失
第
に
殖
え
た
も
の
で
あ
る
。
部
ち
皆
天
孫
民
族
で
あ
る
。
新
う
云
ふ
様
な
同
家
概
念
に
似
に
も
の
は
古
代
に
外
に
も
あ
っ
た
。
古
代
希
般
に
於
て
も
之
れ
に
似
た
観
念
の
下
に
図
家
が
出
来
て
居
丈
。
希
股
民
族
は
治
初
天
上
か
ら
「
オ
リ
ン
パ
ス
」
の
山
に
降
っ
た
一
柳
の
一
族
と
せ
ら
れ
た
。
其
の
一
族
の
子
孫
が
段
々
擦
ま
つ
て
出
来
た
所
前
「
家
族
同
家
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
古
代
希
股
の
各
「
王
」
の
先
・
岨
は
皆
「
オ
リ
ム
パ
ス
」
山
に
降
っ
た
「
ゼ
ウ
ス
」
と
云
ふ
神
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
古
代
希
騰
の
「
王
」
様
は
一
族
の
首
長
と
し
て
玖
治
上
の
主
椛
者
で
あ
る
と
共
に
、
右
先
組
な
る
亦
尖
た
る
「
ゼ
ク
ス
」
を
祭
り
得
る
唯
一
の
祭
主
で
あ
つ
に
。
郎
ち
古
代
希
除
も
政
敬
一
致
の
闘
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
希
脱
王
宮
の
側
に
は
必
宇
右
先
祖
に
蛍
る
一
測
を
祭
る
珂
が
あ
っ
た
。
可
凶
回
一
一
々
。
∞
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
其
の
「
王
」
で
あ
る
と
同
時
に
神
主
で
あ
っ
た
。
廿
件
、
の
臣
民
は
矢
張
「
紳
」
の
子
孫
で
あ
っ
大
。
所
前
「
君
民
一
家
」
の
凶
家
で
あ
つ
に
ο
従
っ
て
共
の
「
パ
ジ
リ
オ
ス
」
と
云
ふ
の
は
「
家
族
国
家
」
の
首
辺
肉
政
策
と
通
商
依
約
)¥ 
商
業
と
経
持
A 
長
で
あ
っ
て
何
日
目
)
2
2
叉
は
皇
帝
と
云
ふ
観
念
と
は
其
の
根
抵
を
兵
に
し
た
。
HWB℃
2
2
と
云
へ
ば
征
服
に
依
る
支
配
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
何
日
旬
。
5
叶
が
包
括
色
白
ロ
怒
の
意
味
に
伎
は
る
与
も
之
れ
が
匁
め
で
あ
る
。
王
に
王
た
る
者
が
皇
帝
で
あ
り
、
「
叉
」
の
命
に
依
り
人
民
を
治
む
る
の
が
皇
帝
で
あ
る
。
日
本
の
「
天
皇
」
や
泊
代
希
般
の
「
パ
ジ
リ
オ
ス
」
と
は
全
く
異
な
っ
た
観
念
で
あ
る
。支那
の
皇
帝
は
天
道
守
受
け
た
人
間
が
天
の
怠
忠
で
他
の
人
聞
を
治
む
る
も
の
で
、
一
岬
聖
一
維
応
帝
図
の
「
皇
帝
」
叉
は
膏
露
西
原
市
川
図
の
「
ず
l
」
乃
至
は
波
斯
の
「
シ
ヤ
l
」
と
一
疋
ふ
と
大
館
同
一
観
念
で
あ
る
。
天
の
意
思
に
背
か
ぬ
限
り
皇
帝
と
な
っ
て
居
て
宜
し
い
が
天
の
意
思
に
反
す
る
場
合
に
於
て
は
皇
帝
大
る
資
絡
が
な
く
な
っ
て
も
差
支
な
い
。
支
郊
で
は
「
易
世
」
と
云
ふ
こ
と
は
差
し
て
不
都
合
で
も
な
い
。
漢
の
高
祖
が
天
立
を
受
け
て
皇
帝
と
な
れ
ば
、
非
、
の
前
の
奈
の
皇
帝
は
天
の
な
尽
に
背
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
亡
一
除
さ
れ
て
も
差
支
な
い
。
皇
統
は
連
綿
で
な
く
て
も
宜
し
い
。
清
朝
の
宰
・
相
変
世
凱
も
皇
帝
と
な
っ
て
差
支
な
い
。
天
の
な
思
な
ら
ば
哀
皇
帝
が
出
来
て
も
差
支
な
い
。
所
で
日
本
の
方
で
は
之
れ
は
大
逆
無
道
で
、
抑
も
日
本
図
が
出
来
た
以
来
「
天
皇
」
は
吾
々
の
先
祖
の
中
心
で
あ
っ
た
。
何
百
円
)σ5円
叉
は
皇
帝
の
観
念
と
兵
り
異
民
族
を
征
服
し
其
上
に
君
臨
す
る
と
云
ふ
が
如
き
観
念
で
は
な
い
。
Z
O
H
E自
己
可
。
。
ロ
(
H
5
2
の
如
、
ぎ
歴
史
は
日
本
に
な
い
。
叉
欧
洲
諸
君
主
図
の
例
の
如
く
一
家
族
が
一
般
人
民
に
推
さ
れ
て
閥
王
と
な
つ
に
の
と
は
根
本
的
に
相
違
す
る
。
従
っ
て
日
本
で
は
「
人
民
主
楳
」
と
か
「
天
皇
主
樺
」
と
云
ふ
様
な
同
別
は
な
い
。
天
皇
と
園
民
と
は
合
一
不
可
分
の
も
の
と
な
っ
て
居
る
。
之
れ
に
反
し
外
国
で
は
所
前
君
民
一
家
の
間
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
で
人
民
の
楳
力
が
強
く
な
る
と
皇
帝
と
人
民
と
の
間
の
約
束
で
「
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
と
云
ふ
様
な
も
の
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
英
吉
利
窓
法
は
皇
帝
と
人
民
と
の
約
束
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
外
図
の
白
石
叉
は
何
日
目
)
R
R
の
観
念
は
日
本
の
「
天
皇
」
と
云
ふ
観
念
と
は
根
本
に
於
て
相
呉
が
あ
る
の
で
あ
る
。
誌
に
古
代
希
臓
の
「
パ
ジ
リ
オ
ス
」
に
付
き
て
説
明
し
た
如
く
欧
羅
巴
の
古
代
に
は
稿
、
、
日
本
の
「
天
皇
」
に
近
き
も
の
が
あ
っ
た
.
か
、
そ
れ
は
其
の
後
に
於
け
る
外
来
民
族
叉
は
外
来
宗
教
に
依
る
征
服
叉
は
統
一
に
依
り
全
部
滅
亡
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
十
、
日
本
に
於
け
る
主
権
者
の
呼
び
方
叙
上
の
事
情
に
よ
り
日
本
が
各
図
と
締
結
す
る
傑
約
の
主
位
そ
現
す
に
は
他
の
君
主
図
に
於
け
る
が
加
く
百
ロ
mi叉
は
何
百
勺
R
2
等
の
文
字
を
使
用
せ
守
、
爾
後
|
|
、
H
d
o
吋
0
5
0
0ニ
告
白
と
書
く
こ
と
に
定
め
た
の
は
遁
蛍
の
措
置
で
あ
る
。
4
ん
も
他
に
波
斯
に
於
て
も
其
の
主
椛
者
を
呼
ぶ
に
EUHHHH])2
一ω-zp〕g
q
p
o
∞E
F
o
h
句
。
E
U
と
云
ふ
が
如
き
例
も
あ
る
が
、
此
の
「
シ
ゲ
ー
」
と
「
天
皇
」
と
は
全
然
別
の
も
の
な
る
は
回
よ
り
で
あ
る
。
日
本
の
主
椛
者
を
「
天
皇
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
可
と
す
る
歴
史
上
の
理
由
が
向
外
に
も
あ
る
。
近
代
日
本
が
始
め
て
外
園
と
締
結
し
た
る
傑
約
は
な
加
永
七
年
(
安
政
元
年
)
三
月
三
日
調
印
の
日
米
間
の
所
謂
神
奈
川
傑
約
で
あ
る
が
同
傑
約
に
て
は
日
本
の
主
樺
者
を
呼
ぶ
に
英
文
に
て
は
、
目
。
〉
c
m
g土山
0
5円。ぽロ
O
『
]
名
古
と
云
ひ
、
日
本
文
に
は
躍
に
「
日
本
君
主
」
去
し
て
居
る
が
、
・
次
い
で
安
攻
五
年
六
月
十
九
日
調
印
の
日
米
聞
の
江
戸
傑
約
で
は
英
文
に
て
は
呂
田
冒
と
g
q
H
J
5
寸
同
8
8
0『
〕
与
さ
と
帝
一
一
回
、
品
川
¥
日
本
文
で
は
「
市
川
凶
大
日
本
大
君
」
と
記
し
て
居
る
。
右
「
大
君
」
と
は
闘
よ
り
賂
軍
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
之
れ
に
は
同
町
宮
ω}gq
と
云
ふ
稀
披
を
付
す
る
の
は
人
ー
よ
り
見
れ
ば
可
笑
し
い
が
、
米
凶
の
全
椛
「
ハ
リ
ス
」
は
事
質
賂
軍
を
日
本
の
主
椛
者
と
思
う
て
居
た
こ
と
で
あ
通
商
政
策
と
通
認
候
約
j¥ 
商
業
と
経
涛
八
四
り
、
叉
日
本
側
の
全
模
委
員
井
上
信
浪
守
、
岩
瀬
肥
後
守
も
将
軍
に
卦
し
此
の
如
き
敬
稿
を
受
く
る
こ
と
は
別
に
差
支
な
き
こ
と
と
思
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
其
ノJ仏
1dζ 
天
皇
陛
下
は
般
に
京
都
に
い
ら
し
っ
た
け
れ
ど
も
、
外
国
と
交
渉
の
全
椛
を
江
戸
に
在
る
征
夷
大
将
軍
に
任
さ
れ
て
居
た
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
。
併
し
さ
う
見
て
も
傑
約
文
の
書
き
方
が
正
蛍
で
な
い
。
事
賀
支
攻
五
年
の
江
戸
諸
傑
約
は
大
老
井
伊
直
弼
が
外
岡
の
歴
迫
に
よ
り
確
に
る
勅
許
守
得
?
に
調
印
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
強
い
て
云
へ
ば
傑
約
調
印
の
全
舵
(
司
巳
-
3
J
4
2
1
)
な
く
し
て
調
印
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
に
付
き
無
放
の
も
の
な
り
と
主
張
し
得
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
悶
よ
り
京
都
方
も
止
、
の
後
の
明
治
攻
府
も
之
れ
を
理
由
と
し
て
無
放
を
主
張
す
る
の
勇
気
も
な
か
っ
た
が
、
事
貨
安
攻
傑
約
は
京
都
方
の
反
封
に
依
り
全
部
の
・
百
施
は
延
期
を
重
ね
皮
感
三
年
四
月
十
三
日
に
至
り
漸
く
勅
詐
を
得
て
兵
庫
開
港
が
賀
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
皮
感
コ
一
年
十
二
月
十
五
日
に
王
攻
復
古
が
宣
言
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
新
攻
府
は
傑
約
締
結
の
主
慌
を
斯
一
千
山
陵
昧
の
朕
態
に
捨
て
置
く
誇
に
行
か
ぬ
の
で
、
附
民
感
四
年
苔
正
月
十
五
日
(
二
月
八
日
)
参
興
策
外
岡
辛
料
取
調
係
束
久
惟
(
遇
税
)
前
少
時
を
兵
成
に
差
遣
し
(
徴
士
山
石
下
位
共
右
衛
門
、
伊
作
腕
俊
介
(
博
文
)
、
寺
島
陶
戒
(
宗
則
)
、
陀
奥
陽
之
助
会
一
小
光
)
境
問
)
同
地
滞
在
の
刈
岡
山
明
白
に
-
封
し
左
の
如
き
「
王
攻
復
十
日
布
告
図
書
」
を
交
付
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
「
日
本
因
天
皇
予
一
各
固
帝
王
及
其
巨
人
4
務
者
。
勝
軍
慶
喜
強
制
v
蹄
ニ
攻
防
附
刊
制
允
v
之
。
内
外
攻
事
続
二
裁
之
刊
乃
日
従
前
傑
約
雌
v
用
-
一
大
君
名
栴
刊
自
今
而
後
。
活
三
換
以
ニ
天
皇
稽
刊
而
各
岡
交
際
之
峨
。
事
命
ニ
有
司
等
刊
各
国
公
使
。
諒
ニ
知
斯
旨
寸
鹿
腔
四
年
戊
長
正
月
十
日
nug 
外
但
「
名
同
~.t1 
放
に
一
雨
後
締
結
の
傑
約
は
従
来
「
大
君
」
と
あ
る
在
「
天
皇
!
一
と
代
へ
、
回目
ω
〕
戸
円
υ
一σω司
江
戸
。
、
H
，o
ロ
コ
印
。
『
]
ロ
ロ
ロ
ロ
と
稽
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
之
れ
は
王
攻
復
十
日
前
後
刻
同
公
伎
は
日
本
主
椛
の
存
在
が
何
れ
に
在
る
や
盆
ミ
解
ら
な
く
な
り
‘
自
分
注
が
日
本
の
主
催
者
と
思
っ
て
調
印
し
た
江
戸
傑
約
は
勅
日
違
反
立
と
云
っ
て
京
都
か
が
騒
ぎ
山
す
。
下
関
と
か
、
鹿
児
島
と
か
で
は
開
園
の
傑
約
に
拘
ら
宇
、
ど
ん
ノ
¥
h
外
凶
の
姉
舶
に
向
っ
て
俄
仰
を
撃
ち
出
す
。
そ
れ
な
ら
将
軍
方
に
軍
艦
兵
器
そ
貸
し
て
京
都
方
を
征
伐
せ
し
め
様
と
忠
ふ
と
、
路
軍
方
は
之
れ
を
断
り
、
山
民
感
コ
一
年
十
月
十
四
日
に
は
大
攻
守
奉
還
し
た
上
、
大
阪
か
ら
般
に
乗
っ
て
東
京
へ
逃
け
出
し
て
し
ま
う
。
各
同
公
使
は
之
れ
で
は
何
の
こ
と
か
解
ら
な
い
。
そ
れ
で
是
迄
江
戸
で
方
々
の
寺
そ
各
同
公
使
館
と
し
て
陣
取
っ
て
居
っ
た
公
使
法
が
様
子
を
知
ら
匁
め
、
文
の
蛍
時
の
兵
庫
‘
今
の
神
戸
へ
大
息
し
て
遣
っ
て
来
大
。
蕊
へ
前
記
の
如
く
東
久
世
前
少
w
w
守
兵
庫
に
汲
泣
し
今
後
に
於
け
る
本
邦
傑
約
締
結
の
主
慌
が
「
天
皇
」
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
十
一
、
王
政
復
古
以
後
に
於
け
る
主
権
者
の
稿
呼
右
慶
応
四
年
正
月
十
日
附
の
列
同
宛
通
牒
に
依
り
、
一
雨
後
日
本
が
外
岡
L
」
締
結
す
る
傑
約
は
総
べ
て
、
「
天
皇
」
な
る
文
字
を
用
ふ
る
こ
と
に
決
定
し
に
。
依
て
明
治
元
年
九
月
二
十
七
日
(
同
年
九
月
四
日
改
一
克
)
調
印
の
「
大
日
本
国
瑞
典
困
傑
約
書
」
に
は
日
本
文
に
は
傑
約
前
文
の
労
回
「
日
本
天
皇
」
と
苫
き
始
め
一
闘
交
の
方
に
て
は
先
方
の
元
首
の
名
前
の
共
に
N
Y
O
出向山一
2
0
F
ξ
、H
，
g
g
gロ
]
山
吉
岡
戸
と
記
じ
、
同
様
同
年
九
月
二
十
八
日
調
印
「
大
日
本
凶
凶
班
牙
凶
佼
約
書
」
に
は
前
文
に
「
大
日
本
天
皇
陛
下
」
と
あ
り
、
川
山
文
に
は
E
E
P一g
T二
両
日
七
月
日
(
叶
g-5)(E]名
3
と
記
し
て
居
る
。
印
ち
躍
に
「
天
皇
1
一
と
古
く
こ
と
に
付
き
幾
分
遅
疑
を
有
泊
肉
政
策
と
辿
尚
保
約
八
五
商
業
と
控
訴
八
六
し
外
図
文
に
は
「
日
本
皇
帝
(
天
皇
)
陛
下
」
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
次
に
締
結
せ
ら
れ
た
明
治
二
年
正
月
十
日
の
「
日
本
図
溺
逸
北
部
聯
邦
修
好
通
商
航
海
傑
約
」
及
明
治
四
年
七
月
四
日
締
結
の
「
大
日
本
布
略
図
傑
約
書
」
に
は
何
れ
も
日
本
文
に
は
「
日
本
天
皇
陛
下
」
と
記
し
猫
交
に
は
∞
巴
g
z
i
g
s
o門己
2
叶
2
5
0
ペ
Oロ
]
告
白
と
叉
英
文
に
同一
1HHH戸】
)σ
円
一
山
一
]
名
目
o
r
o
E
D〕
g
q
z
v
o
叶
8
5
と
記
し
て
居
る
。
然
る
に
大
砲
同
年
度
の
明
治
二
年
九
月
四
日
締
結
せ
ら
れ
た
る
「
日
本
填
地
利
傑
約
書
」
の
日
本
文
に
は
「
日
本
天
皇
陛
下
」
と
あ
る
も
濁
文
に
は
∞
o
r
g
z
i
g
z
z
ι
日
開
5
2
5ロ
]
名
包
と
あ
ザ
心
。
更
に
明
治
六
年
八
月
二
十
一
日
調
印
の
「
日
本
図
秘
件
困
和
親
貿
易
航
海
仮
傑
約
」
に
は
盆
ミ
前
記
王
攻
復
古
の
際
の
通
牒
を
無
視
し
日
本
文
の
方
は
「
日
本
岡
大
皇
帝
」
と
記
し
西
班
牙
文
の
方
は
∞
ロ
戸
内
ロ
}OMg(】
己
何
百
日
)
白
色
。
門
(
}
σ
ニ
ロ
官
。
ロ
(
出
2
Z
υ
}
g
q
z
H
O
何回
HHH)22
止
す
ヨ
ロ
)
と
云
ひ
、
同
様
明
治
八
年
五
月
七
日
の
日
露
搾
大
千
島
交
換
傑
約
で
は
、
日
本
文
に
は
「
大
日
本
閥
皇
帝
陛
下
」
と
云
ひ
、
仰
文
に
は
r
zと
2
尽
-
d
B
3
5
R
己
ロ
]
告
。
ロ
と
書
い
て
届
り
‘
明
治
十
一
年
七
月
二
十
五
日
調
印
の
「
日
米
傑
約
改
正
に
関
す
る
約
書
」
に
は
「
日
本
岡
白
五
倍
陛
下
」
及
出
町
民
ロ
}
g
q
F
O
何日円
)
2
2
0
h
]弓
包
と
な
り
居
り
、
爾
後
此
の
例
を
襲
踏
せ
る
も
の
と
見
え
る
。
斯
の
如
く
明
治
二
年
の
日
填
傑
約
以
来
平
く
も
「
天
皇
」
の
文
字
使
用
守
股
守
せ
ざ
る
に
歪
わ
り
し
理
由
は
解
す
る
に
苦
し
む
も
「
皇
帝
」
叉
は
問
自
勺
2
2
な
る
文
字
は
事
責
上
「
天
皇
!
一
と
同
志
義
な
り
と
了
解
せ
右
が
震
な
ら
む
。
向
今
日
何
故
回
口
間
二
ω
5
3
u
叉
は
何
百
日
)
円
。
訟
を
も
何
日
目
)OHO円
と
等
し
く
「
皇
帝
」
と
諒
す
る
か
と
云
ふ
に
一
つ
の
ヱ
ピ
ソ
l
ド
が
あ
る
。
明
治
四
年
の
頃
星
亨
が
神
奈
川
肱
知
事
を
し
て
居
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
常
時
忠
一
知
事
は
横
沼
駐
在
の
英
吉
利
領
事
へ
の
書
翰
中
に
「
英
吉
利
園
女
王
陛
下
」
な
る
郁
披
を
使
用
し
た
。
之
れ
は
出
R
Eと
g
q
P
0
0
5
8
0
向。5
巳
F
5
5
の
諜
字
で
あ
る
か
ら
、
別
に
不
都
合
の
こ
と
は
な
い
が
、
英
図
領
事
は
此
の
「
女
王
」
と
云
ふ
稲
披
は
「
皇
帝
」
と
云
ふ
よ
り
も
一
級
下
の
稽
披
で
あ
る
と
抗
議
を
申
込
ん
に
。
そ
こ
で
外
交
々
渉
と
な
っ
た
が
、
結
局
外
掛
省
の
方
が
折
れ
て
、
爾
今
前
記
の
一
週
り
外
国
君
主
の
続
放
は
一
切
「
皇
官
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
十
二
、
日
本
国
名
の
呼
び
方
序
に
日
本
の
図
名
を
何
と
云
ふ
べ
き
か
に
付
き
て
二
一
目
し
て
泣
か
う
。
「
日
本
」
は
ニ
ッ
ポ
ン
か
ニ
ホ
ン
か
大
ニ
ッ
ポ
ン
か
。
議
曾
や
柄
密
院
で
も
議
論
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
併
し
之
れ
は
係
り
気
に
す
る
必
要
の
な
い
問
題
と
岡
山
ふ
。
元
来
日
本
人
は
白
岡
の
こ
と
を
岱
初
「
や
ま
と
」
と
云
う
て
居
た
が
、
支
那
.
が
之
れ
在
倭
図
叉
は
日
本
と
呼
ん
だ
も
の
と
見
え
る
「
日
本
」
と
は
支
那
大
陸
か
ら
見
れ
ば
日
本
の
方
か
ら
太
陽
が
上
が
る
か
ら
、
支
那
人
が
「
日
の
本
」
の
図
と
一
五
ふ
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
自
分
の
図
そ
「
日
出
づ
る
図
」
と
恥
し
、
支
部
を
「
日
夜
す
る
凶
」
と
云
ふ
た
こ
と
も
あ
る
J
が
「
日
出
づ
る
図
」
は
日
本
の
み
な
ら
示
、
小
出
細
川
M
の
パ
レ
ス
タ
イ
-
ン
、
シ
リ
ヤ
方
面
そ
も
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
等
の
地
方
は
円
9
・
5
け
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
レ
パ
ン
ト
は
「
日
出
づ
る
園
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
羅
応
地
方
か
ら
見
る
と
、
太
陽
が
小
山
細
臣
泣
か
ら
上
が
る
か
ら
、
あ
の
溢
を
レ
パ
ン
ト
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
支
那
人
が
此
の
極
東
の
レ
パ
ン
ト
に
付
し
た
名
前
が
つ
日
本
」
で
あ
る
。
之
れ
な
日
本
人
が
ニ
ッ
ポ
ン
と
愛
首
し
た
り
、
ニ
ホ
ン
と
後
一
品
目
し
た
の
で
あ
る
。
岱
初
支
那
と
の
す
〈
遁
に
は
「
倭
」
な
る
文
字
を
以
て
同
名
を
叫
ん
し
て
居
た
が
、
御
朱
印
船
の
頃
か
ら
「
日
本
」
と
云
ふ
園
名
、
が
盛
ん
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
北
の
起
原
は
何
時
頃
で
あ
る
か
、
判
然
せ
ぬ
。
日
本
を
ニ
ッ
ポ
ン
と
後
背
す
べ
き
か
、
ニ
ホ
ン
と
設
昔
す
べ
き
か
に
付
き
で
は
、
末
、
た
一
定
し
た
典
協
は
な
い
が
、
公
式
に
は
大
通
商
政
策
と
通
商
傍
約
八
七
商
業
と
経
済
八
八
抵
ニ
ッ
ポ
ン
と
呼
ば
れ
る
様
花
。
そ
れ
な
ら
西
洋
人
は
何
故
〕
告
白
ヤ
ボ
ン
、
世
紀
の
末
マ
ル
コ
ポ
!
?
が
カ
ラ
コ
ル
ム
に
在
ゐ
成
吉
岡
山
汗
の
朝
怨
心
遣
っ
て
来
て
、
立
ハ
の
東
方
に
「
日
本
」
と
云
ふ
黄
金
の
浮
山
あ
ジ
ヤ
ボ
ン
、
ジ
ャ
パ
ン
と
呼
ぶ
か
と
云
ふ
に
十
る
図
が
存
在
す
る
こ
と
を
間
合
、
之
れ
を
其
の
政
行
記
に
記
し
て
西
欧
に
侍
へ
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
こ
と
ぞ
常
時
の
支
那
人
が
ジ
l
ベ
ン
叉
は
之
れ
に
氾
き
も
の
に
設
立
日
し
マ
ル
コ
ポ
!
ロ
が
之
れ
を
西
欧
に
「
ヤ
ボ
ン
し
「
ジ
ヤ
ボ
ン
」
と
し
て
侍
へ
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
「
日
本
」
の
こ
と
な
説
っ
て
]
与
さ
と
云
ふ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
人
は
日
本
の
こ
と
を
ジ
ャ
パ
ン
等
と
云
は
-
れ
で
も
別
に
肢
を
立
て
る
に
も
及
ば
ぬ
と
忠
ふ
。
向
う
か
ら
日
本
の
こ
と
を
さ
う
愛
一
苛
す
る
の
、
た
か
ら
致
し
方
が
な
い
。
阿
川
米
利
加
合
衆
闘
の
こ
と
を
日
本
人
の
多
く
が
「
米
凶
」
と
云
ふ
と
同
一
朴
不
法
で
あ
る
。
叉
「
日
本
」
で
あ
る
か
「
大
日
本
」
で
あ
る
か
に
付
き
で
は
、
外
務
行
で
大
分
調
査
し
た
こ
と
が
あ
『
心
。
或
ら
傑
約
で
は
「
日
本
帝
図
」
と
あ
り
も
他
の
傑
約
で
は
「
大
日
本
帝
国
」
と
主
い
で
あ
っ
て
一
定
せ
ぬ
。
明
治
初
年
の
傑
約
に
も
一
出
向
で
あ
っ
た
が
後
年
に
な
る
と
支
那
と
の
傑
約
の
場
合
の
如
く
向
ふ
が
「
大
清
帝
国
」
と
一
一
五
つ
て
威
張
る
場
合
に
は
こ
ち
ら
も
「
大
日
本
帝
岡
」
と
書
い
た
。
普
通
は
「
日
本
帝
国
」
と
す
一
日
く
慣
例
で
あ
る
っ
支
那
と
の
傑
約
に
は
仰
、
獄
、
白
等
の
諸
闘
に
至
る
迄
何
れ
も
「
大
法
岡
し
(
仰
閥
)
「
大
徳
岡
L
「大
美
園
」
(
米
同
)
等
と
云
う
て
居
る
。
夫
れ
以
外
何
れ
の
図
も
傑
約
中
に
「
大
」
の
字
を
使
用
し
て
居
な
い
。
ム
ん
も
の
円
。
丘
町
ユ
S
F
在
「
大
不
列
販
岡
」
と
課
し
て
居
る
場
合
は
例
外
で
あ
お
。
従
っ
て
之
れ
と
封
抗
し
て
、
日
本
の
方
で
も
の
H
O
与
〕
弓
山
口
と
か
の
5
号円
〕
ロ
ヨ
ロ
と
か
云
ふ
の
は
一
寸
可
笑
し
い
の
で
あ
る
。
C
H
O
E
出
円
一
宮
山
口
は
司
円
。
匂
2
5
5
0
固
有
名
詞
と
な
っ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
と
な
っ
て
居
る
が
の
月
旦
]υ
℃
ち
は
ま
、
に
十
三
、
逼
商
僚
約
の
内
容
上
記
の
如
く
浦
一
尚
佼
約
の
主
舵
は
図
家
で
、
其
の
客
胆
胞
は
図
民
、
貨
物
及
船
舶
の
三
者
で
あ
る
が
、
保
約
の
内
容
を
見
る
と
大
睦
右
順
序
で
規
定
し
て
あ
る
。
例
へ
ば
日
英
航
海
傑
約
第
一
傑
に
は
先
づ
相
互
臣
民
の
他
方
締
約
図
の
領
土
に
於
け
る
入
園
、
旅
行
、
居
住
、
尚
業
、
職
業
、
私
椛
一
平
有
の
程
度
、
課
税
の
程
度
等
が
規
定
せ
ら
れ
、
第
二
傑
に
は
陸
海
軍
兵
役
の
免
除
が
規
定
せ
ら
れ
、
第
三
傑
に
は
家
宅
、
倉
庫
等
の
不
可
佼
が
規
定
せ
ら
れ
、
第
四
係
、
第
五
佼
に
は
領
事
官
の
任
置
及
其
の
職
植
が
規
定
せ
ら
れ
、
第
六
傑
に
は
時
以
「
一
刷
締
約
凶
版
同
ノ
間
ニ
ハ
通
商
航
海
ノ
自
由
ア
ル
ベ
シ
」
と
所
諒
「
通
商
自
由
の
原
則
」
な
定
め
て
居
ゐ
。
但
し
此
の
第
六
傑
の
規
定
は
十
九
世
紀
前
半
に
於
て
通
商
交
通
の
制
限
を
以
て
原
則
と
せ
る
も
の
が
一
、
八
六
O
年
「
通
商
自
由
」
の
原
則
が
出
来
上
っ
た
以
来
、
右
「
通
尚
自
由
」
な
原
則
と
す
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
本
傑
に
依
り
通
商
障
壁
を
一
掃
す
る
と
云
ふ
意
味
で
は
な
い
活
向
に
は
詐
可
主
誌
を
排
斥
し
、
通
商
自
由
を
採
用
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
通
商
傑
約
第
二
の
非
慌
た
ゐ
貨
物
に
封
し
で
は
、
第
七
傑
に
於
て
輸
入
に
関
す
る
最
恵
園
待
渇
を
、
第
八
傑
に
於
て
関
税
協
定
に
関
す
る
規
定
必
定
め
、
第
九
傑
じ
て
は
輸
出
税
及
輪
出
禁
止
制
限
の
撒
底
に
関
す
る
最
恵
国
待
遇
を
、
第
十
傑
に
は
遁
遇
税
の
発
除
在
、
第
十
一
保
に
て
は
内
国
税
に
閲
す
る
保
障
を
規
定
し
て
居
る
。
一
史
に
第
十
二
傑
乃
至
第
十
四
傑
に
於
て
は
旅
向
(
の
c
E
5
2。一己
-20--02)
の
見
本
日
間
に
封
す
る
関
税
免
除
及
設
明
書
愛
給
機
関
に
付
き
て
規
定
在
設
け
て
居
る
。
其
の
他
一
般
の
通
商
傑
約
に
は
其
の
規
定
を
快
除
す
る
も
の
な
る
も
、
第
十
五
傑
に
於
て
は
合
枇
及
組
合
の
互
認
を
規
定
し
て
居
る
。
一
般
通
商
傑
約
文
の
解
懇
は
な
る
べ
く
局
限
し
て
解
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
匁
め
本
傑
約
中
の
「
臣
民
」
と
は
一
般
自
然
人
に
限
定
し
、
雨
締
約
闘
の
法
人
に
通
商
政
策
と
通
商
保
約
八
九
-
商
業
と
経
済
九
O 
は
適
用
せ
ぬ
の
が
原
別
で
あ
る
。
依
て
合
牡
及
組
合
に
付
き
て
特
別
の
規
定
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
失
に
傑
約
客
鰹
の
第
三
大
る
加
舶
に
関
す
る
規
定
が
現
は
れ
る
。
知
舶
に
封
す
る
取
扱
、
加
舶
の
繋
官
、
加
荷
の
積
卸
、
般
籍
、
唄
税
、
定
期
郵
婚
に
針
す
る
待
遇
等
の
こ
と
が
第
十
六
傑
乃
至
第
二
十
傑
に
載
っ
て
居
る
。
沿
岸
貿
易
の
こ
と
が
第
二
十
一
傑
に
、
股
加
者
の
回
牧
が
第
二
十
二
傑
に
、
般
舶
の
救
助
及
難
破
般
の
待
遇
が
第
二
十
三
傑
に
規
定
し
て
あ
る
。
更
に
第
二
十
四
傑
に
は
遁
尚
、
航
海
、
工
業
に
封
し
一
般
的
に
無
傑
件
最
恵
国
待
遇
が
令
官
い
で
あ
る
が
之
れ
は
大
切
な
る
規
定
で
あ
る
。
傑
約
遁
用
匝
域
に
関
し
て
は
第
二
十
五
傑
及
第
二
十
六
傑
に
、
叉
第
二
十
七
傑
に
は
傑
約
の
批
准
及
有
奴
期
限
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
0
(
了
)
